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 県民の生活と健康を支えるため、 
 緊密な連携をもとに次のことを心がけます。 
 
１ 信頼される検査結果及び研究成果の提供 
２ 高い倫理観を持ち、知識、科学技術の修得育成 
３ 地域社会へ、わかりやすい保健情報の迅速な提供 
４ 公衆衛生向上のための医療、福祉との密なる連携 
５ 新たな創造へ、和をもって意欲的にたゆまぬ努力 
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第38回山形県衛生研究所業務報告会が開催されました 
 今年度の調査研究業務の集大成となる業務報告会が2018年3月5日に開催されました。総数15題（生活企
画部：2題、理化学部：9題、微生物部：4題）の演題が発表され、活発な討議が行われました。本報告会で生
まれた新たな気づきやアイデアが、次年度の調査研究業務に活かされていきます。 
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茨城県・鹿児島県のウイルス分離のために 

 2017年12月、茨城県衛生研究所、研究調整監兼企

画情報部長からお電話をいただきました。ウイルス

分離のステップアップのための、ウイルス部職員2名

の当所訪問のご依頼でした。地方衛生研究所（地

研）のウイルス分離技術底上げへの協力は大歓迎と

いうことで、2018年1月18-19日（木-金）にご来所い

ただくことになりました。年が明け、鹿児島県環境

保健センター微生物部長からも同様に職員を派遣し

たいとご連絡いただき、急遽同じ日程で来形される

ことになりました。 

 初日はまず当所安全管理規程にもとづく教育訓練、

ウイルス分離のイントロダクションの講義を行いま

した。木曜午後は、当所の集中検体処理日です。細

胞（マイクロプレート）への検体接種を中心に、ウ

イルス増殖によって細胞が変化する様子（細胞変性

効果：CPE)・赤血球凝集試験・赤血球吸着試験の観

察をしていただきました。その合間で当所のウイル

ス分離システム全体の話をし、また培地や試薬の作

成や保管、臨床検体・検体由来の遺伝子検体（RNAや

cDNA）・分離株の保存についてフリーザーを開けな

がら見ていただきました。時間が許す限り、ウイル

スの増殖の様子を経時的に撮影したタイムラプス映

像をお見せしてCPEの特徴について説明しました。皆

さまには、あわただしい日程の中、微生物部新年会

にもお付き合いいただきました。夜の会には、いつ

も検体を持参して下さりお世話になっている小児科

の先生、共同研究でご指導いただいている山形大学

医学部感染症学講座の先生にもご参加いただき、

「チーム山形」の独特の雰囲気を体感していただい

たところです。二次会にもご参加いただき、果たし

て夜はお休みになれたでしょうか・・・ 

 二日目は朝から講義の続きをしました。この中で

は、どうしてウイルス分離が大切なのか、地研はど

うあるべきか、について私の持論をお話させていた

だきました。エンテロウイルスA71型の疫学研究、パ

レコウイルス3型と流行性筋痛症/筋炎の病因論に関

する研究、についてご紹介しました。検体を手にし

た時、ウイルスの遺伝子があった・なかったで終わ

ることなく、付加価値をつけることが大切であるこ

とを強調しました。引き続き、CPE、ウイルスの分

離・継代、中和試験、を見ていただきました。準備

していたヒトメタニューモウイルスも、ちょうどCPE

の出始めのタイミングをお見せすることができ、 
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ほっとしているところです（田中静佳専門研究員お

見事でした！）。 

 3名の先生方には、限られた時間ではありましたが、

欲張った日程に耐え抜いていただき、感謝いたしま

す。きっと先生方の熱意があれば、これまで困難で

あったウイルスの分離は可能になると確信していま

す。“ウイルス分離うまくいきました！”というご

連絡をお待ちしています。あせらずに、また欲張ら

ずに、一歩一歩前進されることを祈念しています。 

（所長 水田 克巳） 

 

 

研修を受けられた先生方の感想 

 

 この度はお忙しい中、2日間にわたり研修を受け入

れていただきありがとうございました。研修では、

ウイルス分離培養検査の流れや、茨城県ではこれま

で分離したことのないウイルスによる細胞変性像を

見せていただくなど、大変貴重な経験をさせていた

だきました。今回教えていただいた知識や技術を持

ち帰り、今後の茨城県衛生研究所ウイルス部のスキ

ルアップにつなげていきたいと思います。 

 

茨城県衛生研究所 ウイルス部  

土井 育子 先生 
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茨城県・鹿児島県のウイルス分離のために 

 今まで私が用いていた検査法では分離できるウイ

ルスが限られていましたが、今回の研修を通して、

ウイルス分離率向上のきっかけを掴むことができま

した。様々な技術を細やかにご指導いただき、ウイ

ルス分離の意義も改めて実感しました。早速、学ん

だことを検査に取り入れ始めています。今後、過去

に分離ができなかった検体についても再挑戦してい

く予定です。 

 2日間、大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。         茨城県衛生研究所 ウイルス部  

齋藤 葵 先生 
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 この度は急なお願いにもかかわらず細胞培養研修

を快く引き受けてくださり本当にありがとうござい

ました。鹿児島県では扱っていない細胞や分離した

ことの無いウイルスのCPEを実際に見ることが出来て

とても勉強になりました。懇親会では山形県のおい

しいものもいただくことも出来て、充実した2日間で

した。 

 水田所長さん、微生物部の皆さん本当にありがと

うございました。 

鹿児島県環境保健センター 微生物部  

浦元 千織 先生 
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衛生研究所の論文・学会等発表 



 

第2回抗酸菌研究会（平成29年11月23～24日）における瀬戸順次主任専門研究員の口演「結核菌分子疫学により
判明した遠隔地における検査室内交差汚染事例」が優秀演題に選定され、The 52nd US-Japan Mycobacteria 
Panel Meeting 2018 in Niigata, Japan（平成30年3月、於新潟）より招待を受けて口演することになりました。 

（衛研ニュース作成委員会） 
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衛生研究所ホームページをリニューアルしました 

 

  この度、当所ホームページをリニューアルいたしました。皆様に、より快適にホームページを使っ

ていただけるよう、情報を整理し、分かりやすく見やすいレイアウトにしました。 

 今後もよりいっそう充実したホームページにしていきますので、よろしくお願いいたします。 

                                （衛生研究所PC管理委員会） 
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